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本
市
に
は
、
市
立
中
学
校
が
計
64
校

あ
り
、
２
万
７
０
０
０
人
を
超
え
る
生

徒
が
在
籍
し
て
い
る
。
全
て
の
市
立
中

学
校
に
武
道
館
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

武
道
の
実
施
に
あ
た
り
、
施
設
面
で
は

非
常
に
充
実
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、

多
く
の
武
道
館
が
建
設
か
ら
20
年
以
上

経
過
し
て
お
り
、
畳
な
ど
の
設
備
面
で

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
市
内
沿
岸
部
が
津
波
に

よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
現
在

も
、
市
内
各
所
に
建
設
さ
れ
た
仮
設
住

宅
で
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
市
民
も
多
い
。

　

学
校
に
お
け
る
影
響
で
は
、
沿
岸
部

の
小
学
校
３
校
が
津
波
に
よ
る
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
、
現
在
も
近
隣
の
小
・

中
学
校
に
間
借
り
し
て
の
学
校
生
活
が

続
い
て
い
る
。
中
学
校
に
お
い
て
は
、

津
波
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
は
１
校
で

あ
っ
た
が
、
地
震
の
影
響
で
校
舎
や
体

育
館
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
学
校
が

数
校
あ
り
、
復
旧
工
事
等
の
た
め
に
体

育
の
授
業
に
支
障
を
来
し
て
い
た
。
ま

た
、
校
舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
た
め

に
、
武
道
館
に
仮
教
室
を
設
置
し
た
学

校
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
24
年
度
か
ら
武
道

必
修
化
を
含
む
新
し
い
学
習
指
導
要
領

が
完
全
実
施
と
な
っ
た
。
本
市
で
は
、

震
災
復
興
へ
の
対
応
の
中
で
、
武
道
必

修
化
に
向
け
た
様
々
な
取
組
を
実
施
し

て
き
た
。

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
柔
道

　

仙
台
市
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
出
羽
国
と
陸
奥
国
の
戦
国
大
名
で
あ
っ
た
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

公
が
、
17
世
紀
初
頭
に
広
瀬
川
の
河
岸
段
丘
上
に
仙
台
城
（
青
葉
城
）
を
建
設
し
、
仙
台
藩
62
万
石
と

し
て
栄
え
た
城
下
町
で
あ
る
。

　

現
在
は
人
口
約
107
万
人
を
数
え
、
東
北
の
中
核
を
担
う
政
令
指
定
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。

　

仙
台
市
都
心
部
周
囲
に
は
広
瀬
川
や
青
葉
山
な
ど
の
自
然
が
あ
り
、
ま
た
都
心
部
に
も
街
路
樹
な
ど

の
緑
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
杜も
り

の
都

み
や
こ
」
と
呼
ば
れ
、
市
民
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

仙
台
市
に
お
け
る
中
学
校
武
道
必
修
化
の
取
組

仙
台
市
教
育
委
員
会

1

は
じ
め
に
―
―
東
日
本
大
震
災
の
影
響

2

現
状
と
課
題

は
更
新
が
必
要
な
学
校
も
出
始
め
て
い

る
。

　

必
修
化
に
な
る
前
か
ら
、
武
道
の
授

業
は
市
内
全
て
の
中
学
校
に
お
い
て
種

目
選
択
制
で
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
、

24
年
度
の
必
修
化
に
伴
っ
て
新
た
に
授

業
を
始
め
た
と
い
う
学
校
は
な
か
っ

た
。

　

25
年
度
の
市
立
中
学
校
の
武
道
の
履

修
状
況
に
つ
い
て
は
、
柔
道
が
52
校
、

剣
道
が
15
校
、
相
撲
が
１
校
、
空
手
道

が
３
校
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
中

に
は
、
複
数
種
目
を
実
施
し
て
い
る
学

校
が
７
校
含
ま
れ
て
い
る
（
柔
道
・

剣
道
４
校
、
柔
道
・
空
手
道
２
校
、
相

撲
・
空
手
道
１
校
）。
な
お
、
空
手
道

に
つ
い
て
は
、
実
施
し
た
全
て
の
学
校

　

武
道
必
修
化
に
つ
い
て
は
、
議
会
や

マ
ス
コ
ミ
、
保
護
者
な
ど
か
ら
安
全
面

を
懸
念
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
市
教
委
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
武
道

の
安
全
指
導
に
向
け
て
様
々
な
施
策
を

実
施
し
て
き
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

3

教
育
委
員
会
と
し
て
の
取
組

に
お
い
て
、
柔
道
等
の
学
習
指
導
要
領

に
示
さ
れ
て
い
る
種
目
を
実
施
し
た
後

に
「
加
え
て
実
施
」
し
て
い
る
。

　

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
11
月
～
２

月
に
集
中
し
て
お
り
、
多
く
の
学
校
は

年
内
に
終
了
し
て
い
る
。

　

事
前
に
実
施
し
た
教
員
の
指
導
実
態

調
査
に
よ
る
と
、
必
修
化
の
前
ま
で
は

武
道
と
ダ
ン
ス
の
選
択
制
で
実
施
し
て

い
た
た
め
、
武
道
を
男
性
教
員
が
、
ダ

ン
ス
を
女
性
教
員
が
担
当
す
る
場
合
が

多
く
、
ま
た
若
手
教
員
や
講
師
が
授
業

を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
り
、
女
性
教
員

や
若
手
教
員
を
中
心
に
、
必
修
化
に
向

け
て
指
導
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
教
員

が
多
く
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
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⑴
指
導
計
画
の
点
検
、
指
導

　

年
度
初
め
に
、
市
立
各
中
学
校
に
対

し
、
武
道
の
指
導
状
況
調
査
を
実
施
し

て
現
状
の
把
握
と
課
題
の
抽
出
を
行
う

と
と
も
に
、
武
道
の
指
導
計
画
を
提
出

さ
せ
て
そ
の
内
容
を
点
検
し
、
改
善
点

を
各
校
に
指
導
し
た
。

⑵
武
道
関
係
団
体
、
警
察
Ｏ
Ｂ
の
協
力

に
よ
る
指
導
者
派
遣

　

指
導
経
験
が
浅
く
、
不
安
を
感
じ
て

い
る
教
員
を
補
助
す
る
た
め
、
県
柔
道

連
盟
や
県
警
Ｏ
Ｂ
の
組
織
で
あ
る
「
警

友
会
連
合
会
」
の
協
力
に
よ
る
指
導
者

派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
24
年

度
、
25
年
度
と
も
に
各
６
名
の
指
導
者

を
、
経
験
の
少
な
い
教
員
や
講
師
が
授

業
を
担
当
す
る
学
校
に
派
遣
し
た
。

⑶
教
員
対
象
の
研
修
会
の
充
実

　

教
員
の
指
導
力
向
上
へ
の
対
策
と
し

て
、
24
年
度
か
ら
は
例
年
よ
り
も
多
い

６
回
の
実
技
研
修
会
を
実
施
し
た
。
そ

の
う
ち
２
回
は
、
日
本
武
道
館
・
全
日

本
柔
道
連
盟
・
全
日
本
剣
道
連
盟
な
ど

と
市
教
育
委
員
会
が
共
催
す
る
研
修

会
、
１
回
は
独
立
行
政
法
人
教
員
研
修

セ
ン
タ
ー
主
催
で
開
催
さ
れ
た
中
央
研

修
の
伝
達
講
習
会
、
３
回
は
市
立
中
学

校
の
保
健
体
育
科
教
員
に
よ
る
「
安
全

指
導
の
た
め
の
勉
強
会
」
と
い
う
形
で

実
施
し
た
。

　

ま
た
、
実
技
研
修
以
外
に
も
座
学
研

修
を
新
た
に
設
定
す
る
な
ど
、
充
実
を

図
っ
て
お
り
、
24
年
度
に
は
「
中
学
校

体
育
担
当
者
連
絡
協
議
会
」
を
各
校
１

名
の
悉
皆
で
実
施
し
、
安
全
指
導
の
確

認
や
文
科
省
か
ら
の
指
示
・
連
絡
事

項
、
市
教
委
と
し
て
の
方
針
な
ど
を
徹

底
す
る
場
を
設
け
た
。
25
年
度
に
は
、

仙
台
市
学
校
保
健
会
と
の
共
催
で
、
仙

台
市
立
病
院
脳
神
経
外
科
部
長
を
講
師

に
招
き
、
頭
部
外
傷
の
基
礎
知
識
に
つ

い
て
の
研
修
会
を
実
施
し
、
事
故
発
生

時
に
お
け
る
適
切
な
対
応
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
機
会
を
設
け
た
。

⑷
授
業
訪
問
の
実
施

　

指
導
歴
の
少
な
い
若
い
教
員
や
初
め

て
担
当
す
る
女
性
教
員
な
ど
が
指
導
す

る
学
校
を
抽
出
し
、
安
全
対
策
が
十
分

で
あ
る
か
等
を
確
認
す
る
た
め
、
担
当

課
に
よ
る
授
業
訪
問
を
実
施
し
、
必
要

に
応
じ
て
現
場
で
指
導
を
行
っ
て
き

た
。
24
年
度
に
お
い
て
は
15
校
、
25
年

度
に
つ
い
て
は
６
校
（
12
月
末
現
在
）

を
訪
問
指
導
し
た
。

⑸
武
道
指
導
推
進
委
員
会
の
設
置

　

25
年
度
に
つ
い
て
は
、
24
年
度
の
取

組
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
支

援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、「
仙
台

市
武
道
指
導
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し

た
。
武
道
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
め

る
と
と
も
に
、
指
導
者
派
遣
や
教
員
の

資
質
向
上
を
目
指
し
た
研
修
会
等
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、
関
係
者
か
ら
の
助

言
を
得
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑴
地
域
の
指
導
者
の
協
力
を
得
た
授
業

に
お
け
る
武
道
指
導
の
推
進

　

武
道
必
修
化
に
伴
う
安
全
対
策
や
指

導
の
充
実
を
目
的
に
、
柔
道
の
地
域
指

導
者
を
活
用
し
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
り
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
る
が
、
25
年
度
は
６
校

で
実
施
し
て
い
る
。
指
導
者
は
、
市
内

在
住
の
柔
道
や
空
手
道
の
有
段
者
で
あ

り
、
宮
城
県
柔
道
連
盟
指
導
者
派
遣
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
宮
城
県
警
友
会
連

合
会
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
派
遣
し

た
。
授
業
を
担
当
す
る
教
員
は
、
毎
時

間
の
授
業
で
Ｔ
１
を
担
当
し
、
授
業
の

流
れ
を
指
示
し
な
が
ら
示
範
及
び
示
範

の
解
説
を
行
い
、
指
導
者
は
、
授
業
で

は
Ｔ
２
と
し
て
主
に
技
能
面
の
示
範
や

解
説
等
を
行
う
と
い
っ
た
役
割
分
担
を

明
確
に
し
な
が
ら
指
導
に
あ
た
っ
て
い

た
。

　

ど
の
学
校
も
、
事
前
に
十
分
な
打
合

せ
を
し
な
が
ら
連
携
し
て
授
業
に
臨
む

こ
と
が
で
き
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
授

業
よ
り
も
き
め
細
か

く
目
が
届
き
、
技
能

面
や
安
全
面
に
お
い

て
充
実
し
た
指
導
が

可
能
と
な
っ
た
。
ま

た
、
専
門
的
な
指
導

者
と
一
緒
に
授
業
を

実
施
し
な
が
ら
、
授

業
者
自
身
も
指
導
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
教
員
の

指
導
力
向
上
に
も
効

果
が
表
れ
て
い
た
。

⑵
柔
道
の
授
業
を
安

全
に
行
う
た
め
の

「
勉
強
会
」の
開
催

　

あ
る
研
修
会
の
折

に
、
武
道
必
修
化
を

心
配
す
る
中
学
校
体

4

実
践
例

教員と連携した指導が可能に

教員同士の勉強会で意見交換

県警OB指導者による授業へのサポート
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も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
安
全
指
導
に

つ
い
て
主
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

適
切
な
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。

　

教
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、
研

修
会
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
で
経
験
の
少

な
い
教
員
の
指
導
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
特
に
、
女
性
教
員
の
参
加
者

が
多
く
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　

授
業
訪
問
に
つ
い
て
は
、
安
全
面
の

配
慮
事
項
や
地
域
指
導
者
と
の
連
携

等
、
実
際
の
指
導
の
様
子
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
、
有
効
で
あ
っ
た
。

⑵
課
題

　

課
題
と
し
て
は
、
教
員
の
指
導
力
の

さ
ら
な
る
向
上
が
一
番
で
あ
ろ
う
。
本

来
、
学
校
の
授
業
は
教
員
が
担
当
す
る

も
の
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
外
部
の
専

門
家
に
頼
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
考

え
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
教
員
自
身
が
指

導
力
を
高
め
、
指
導
者
の
力
を
借
り
な

く
と
も
安
全
か
つ
専
門
的
な
指
導
が
で

き
る
よ
う
、
指
導
力
を
高
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

今
後
も
引
き
続
き
、
指
導
者
研
修
会
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

勉強会を夏休み中に３回開催して、技術
指導や安全指導でよりきめ細かく指導

育
教
員
の
中
か
ら
、「
体
育
の
授
業
づ

く
り
と
い
う
視
点
で
、
教
員
同
士
が
安

全
な
指
導
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
を
交

換
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
指
導
法
を
考

え
て
い
く
よ
う
な
研
修
会
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い

た
「
講
師
」
→
「
受
講
者
」
と
い
う
伝

達
講
習
形
式
で
は
な
い
、
新
し
い
形
の

研
修
を
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
名

称
も
「
勉
強
会
」
に
こ
だ
わ
り
、
経
験

豊
富
な
保
健
体
育
科
教
員
を
中
心
に
、

若
手
や
女
性
の
教
員
、
さ
ら
に
は
こ
れ

か
ら
現
場
で
活
躍
す
る
講
師
も
交
え

て
、
長
期
休
業
中
に
３
日
間
の
講
座
を

開
催
し
た
。

　

参
加
人
数
は
各
回
と
も
12
名
前
後
で

あ
っ
た
が
、
人
数
が
少
な
い
分
、
中
身

の
濃
い
充
実
し
た
内
容
で
あ
っ
た
と
い

う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
非
常
に
好

評
で
あ
っ
た
。

　

中
学
校
武
道
必
修
化
か
ら
２
年
が
経

過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
実
践
を
踏
ま
え
た
成
果
と
課
題
を
ま

と
め
て
み
た
。

⑴
成
果

　

必
修
化
以
前
と
比
べ
、
教
員
の
安
全

に
対
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
事
前
に
提
出
さ
れ
る
指
導

計
画
を
確
認
し
て
も
、
多
く
は
安
全
面

を
配
慮
し
た
無
理
の
な
い
指
導
計
画
に

な
っ
て
い
た
。

　

地
域
指
導
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
指
導
者
の
協
力
を
得
た
学
校
に
つ

い
て
は
、
よ
り
安
全
か
つ
専
門
的
な
指

導
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
地

域
指
導
者
か
ら
も
、
学
校
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
よ
い
機
会
だ
っ

た
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
活
用

当
初
は
、
専
門
性
が
強
い
あ
ま
り
、
過

剰
な
指
導
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
心
配

5

お
わ
り
に
―
―
成
果
と
課
題

向
井
幹
博
（
む
か
い

　み
き
ひ
ろ
）
著

公
益
財
団
法
人
講
道
館
道
場
指
導
部
課
長

〈
目
次
〉

第
１
部
　
解
説
編

　
第
一
章
　
少
年
柔
道
は
柔
道
指
導
の
原
点

　
第
二
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
三
章
　
技
の
指
導

　
第
四
章
　
教
育
の
中
の
柔
道

　
第
五
章
　
指
導
の
工
夫

　
第
六
章
　
少
年
規
定
の
変
遷
と
問
題
点

　
第
七
章
　
柔
道
の
安
全
指
導

　
第
八
章
　
東
日
本
大
震
災
へ
の
講
道
館
の
対
応

　
第
九
章
　
少
年
柔
道
の
未
来
の
た
め
に

第
２
部
　
実
技
編

　
第
一
章
　
礼
法
の
指
導

　
第
二
章
　
受
け
身
の
指
導

　
第
三
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
四
章
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
指
導

　
第
五
章
　
柔
道
の
練
習
法

　
第
六
章
　
投
技
の
指
導

　
第
七
章
　
固
技
の
指
導

　
少
年
柔
道
指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
好
評
連
載
を
単
行

本
化
。
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
か
っ

た
部
分
を
映
像
で
紹
介
。

　
ま
た
、
少
年
柔
道
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
点
を
、
講
道

館
所
蔵
の
柔
道
文
献
か
ら
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。

好評発売中！
Ａ
５
判
・
並
製
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
・
４
１
４
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

収
録
時
間
１
７
０
分
を
超
え
る

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
属
！

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

向
井

　幹
博


